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最後の祈り
1. B. Singer短篇解釈第 11章一
森隆T
His Last Prayer 
Studies on 1. B. Singer's Short Stories (11) 
Takashi MORI 
Some analyses with interpretations wiU be made on the theme of Judaism and Jewishnesses used in 
the title piece吋、heDeath of Methuselah" out of his tenth and last anthology of short stories The Death 
01 Methuselah and Other Stories by Isaac Bashevis Singer， the American Jewish writer and Nobel prize 
wlnner. 
This tale is dealt with focusing on the psychology or mental situation of the hero， Methuselah， original-
ly the tenth son of Adam in The Old Testament. He goes to the Cain's City of the immoral and evil， 
accompanied by his former lover who is an expert on seduction while waiting for breathing his last at his 
extremely old age. The writer wiU explore the meaning of his experience in relation to the author's 
under叫 andingof religious concerns and enigmas. 1 have come to the conclusion that Methuselah is 
nothing but a kind of the author's sharer. 
Keywords: Singer， Isaac Bashevis(1904・1991);Short Story; Judaism; The Old Testament 
1 .はじめに
アイザック・パシェビス・シンガーの短篇集十巻の
うち最終巻が TheDeath 01 Methuselah and Other Stories 
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暑さに耐え、死に抗しながら、メトセラはナアマに
想いを巡らし、その夢を昼となく夜となく見た。夢と
覚醒の区別がつかない。眼を開けても幻が見え、亡く
なった兄弟達の声が聞こえる。メトセラには、ナアマ
の父にちなんで名前を付けた息子レメクがいた。レメ
クの息子はノアという名前。存命の息子達もある者は
さまよ
羊やロパの群を連れて、野を初f皇っていた。娘達は名
前を思い出せない男達に嫁いでいった。メトセラは大
勢の孫や曾孫に会ったこともなく、その音沙汰も聞か
ない。大地は広大で、人間は離れて暮らしている。
人間は狩りに熱中し、獲物を追って殺し、肉を食べ、
毛皮で衣服を作り、弓矢を作る。トパルカインのよう
に青銅や鉄の鍛冶を覚えたり、網を作って魚を取る。
武器を作って戦争を始め、カインがアベルを殺したよ
うに、兄弟を殺す。神は人間を創造したことを後悔し
ておられるらしい。神は、偉大な人間の何と不道徳な
ことよ、人によって考案される事の何と邪悪なことよ、
と見ておられる。ところで自分はもはや生きた人間に
は属していまい、まもなく黄泉の国か、亡霊達の国ド
マーヘ降りるのだとメトセラは考える。蝿やプヨが群
がっても追い払うだけの力が無い。
娘っ子が素足に半裸で天幕に入って来るが、孫娘の
一人か召使いの一人かも分からない。たとえ召使いで
も自分の血筋になる訳だ、召使いのすべてが妾となっ
たので。名前を問おうとしたが喉に疾が詰まって声に
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ならない。女からナツメヤシのジユースの椀を震える
手で受け取って甘い汁を飲んだ。突然、息子のレメク
がノアという名の息子を儲けたことを思い出すーノア
にも子供達がいた筈だ。彼らはどこにいるのやら。な
ぜ私を一人放っておくのだ、患を引き取ったら誰が埋
葬してくれるのか。
見上げると、前に立つのは全裸のナアマで、傾く太
陽の赤味を帯びた光がその顔や乳房や腹部に輝き、黒
髪が腰まで垂れている。メトセラは彼女を抱き寄せ、
二人は接吻する。この数百年お前を待ち焦がれていた、
どこにいたのかと尋ねると、砂漠の中の深い洞穴で天
使のアシールと共に、天の食物や神々の酒を口にし、
悪魔達がかしづき、歌舞で楽しませ、彼女とも交わる
のだと言う。メトセラはナアマの言葉に欲情を喚起さ
れ、再び若く元気になった。アシールは嫉妬しないの
かと問うと、堕天使はすべて私の奴隷や召使いだと答
える。何百年ぶりかの訪問の訳を問われて彼女は答え
る、私の祖父カインがその息子エノクの名を付けた都
市へあなたを誘うため。そのエノクがイラデの父で、
メホヤエル、メトサエル、レメクの祖父にあたる。レ
メクはある父子を殺し、アダと結婚し、私の母のチラ
とも結婚した。私は人殺しの孫娘にして人殺しの娘、
人殺しが建設した都市に住んでいる。そこへ愛するあ
なたをお連れしたい。アシールは多くの天使を連れて
そこへ降りて来た。神ヤハウェは凶暴で、嫉妬と復讐
の神と知るべきです。神に仕える者を誘惑し続け、そ
の献身が深いほど罰を与える。我がカインの都市では、
サタンとその妻リリスに仕えるが、我々の父全員がリ
リスと交わった。サタンとその弟アズモデウスは情欲
の神、彼らの配偶者、女神リリスもまたその通り。彼
らは自ら楽しみ、皆にも楽しみを許すのです。彼らは
誠実ではないが、相手にも誠実を求めない。ヤハウェ
の怒りはすぐ火が点きやすく、あらゆる快楽は禁じら
れている、それを思うことさえ。神はアダムの子孫が
神の領域を引き継ぐことを常に怖れている。地上に洪
水を起こし人と動物を溺死させるつもりだと聞いてい
る。祖父のカインに祝福あれ、彼の建設した都市まで
は洪水も届くまい。
洪水のことを知り得たのは密偵によるという。メト
セラは、ヤハウェとその報復が恐い、九百六十九年間
多くの罪を犯してきたし、昼夜を分かたずお前に欲情
を燃やしてきたと述懐する。カインの都市では好色は
罪ではなく最高の徳なのよとナアマは応じ、さあ私の
寝床の場所へ飛んで行きましようと両手を広げると、
メトセラは彼女と空へ舞い上がる。二人は二羽の鳥の
ように飛朔し、彼の病気と老齢のしるしはすべて消え
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失せており、大得意に歌を歌い口笛を吹きたいくらい
だった。神に全身全霊を傾けた者に神は奇跡をもたら
すと聞いていたが、今や最高齢の罪人に奇蹟が起こっ
ていた。
メトセラは上空から、山や川、森や湖の他にも自分
が眠っていた聞にアダムの子孫達が築いた物、町や村、
道路や橋、家並みを見ることができた。到着したカイ
ンの都市にも多様な人々がおり、僧や兵土が手荒な事
をしたり、僅の中の全裸の女達が兵士に呼びかけたり
している。夜が来ると家々に明かりが灯り、気遣いが
叫んだ。市の背後の砂漠に月が輝き、地面に大きな口
が開き、深淵への階段が見えた。黄泉の園、あるいは
亡霊の国ドマーへの入り口か。死の覚倍はあるものの
死を怖れ、死への好奇心にかられた。メトセラは母が
夜の神・悪魔について語るのを聞いたことがあった、
これらの軍勢はヤハウェに戦いを挑み、神とその居所
に反乱を起こすこと、彼らは生を死と呼ぴ、死を生と
なし、正邪を逆に称すと。ナアマの母チラは娘にこう
語った、邪悪な勢力は天地創造に先立つ閣と同じよう
に古く、彼らが先住の神であり、ヤハウェはサタンの
境界を踏みにじり障壁を破壊し、世界を光と生命で冒
涜した侵入者であると。メトセラの肉体はまさに土に
帰ろうとし、その魂はその根源に向かおうとする晩年
の時に、彼が神に反逆する輩の子に落ちてしまうとは
何と奇怪なことよ。
ナアマは自室の寝床ヘ彼を案内すると、薄暗い中に
大男が横たわっている。彼女が紹介して臼く、私の昔
の恋人の一人と。かの堕天使日く、貴殿がメトセラか、
彼女はいつも貴殿のことを語っている、貴殿に恋い焦
がれているのだ、拙者にではなく、と。アシールが賢
者の集会に出かけていくと、メトセラはナアマを抱擁
し、想いを遂げる。彼女は彼に天地の真実を吐露する。
あなたの父上エノクはヤハウェの天使達の頭目になっ
ている、実際には神の召使いに過ぎない。あなたの息
子のレメクはドマーの亡霊達の中にいる。自分の母チ
ラはみだらな女で、夫の友人やその敵対者の皆と寝た
とのこと。その母は、アダの息子のユパルと寝てナア
マを産んだ由。ユパルは琴や笛を演奏する者達の始祖
である。ナアマは言葉を続けて、ヤハウェの世界は喧
喋と混乱の世界に他ならず、人闘を創造したことで過
ちを犯し、あなたの孫ノアに命じて箱船を建造させた、
彼の家族とすべての動物を救うために。だけどその洪
水が地上に達しないのは確実よ。インド、ソドム、ニ
ネベ、ゴモラ等世界中から賢者がここの地下の集会に
集い、ヤハウェが洪水を起こすために天の窓を開けて
115 
も、それを閉ざす方法を発見したのです。ヤハウェは
老いて疲れ、神は自分のみと考えて他の神々に嫉妬し、
自分の天使達が反逆によって宇宙の中の自分の領分を
盗みはしまいかと常に怖れている。メトセラよ、あな
たが忠実な妻達や妾達と暮らし、額に汗して畠を耕し、
羊の世話をしていたこの歳月の間に、多くの学者達が
輩出し、些事を論じ、海の砂を数え、スカンクの悪臭
や蛇の毒液を測定することができるようになった。彼
らは鰐を飼い慣らし、老人を若く愚者を賢者に変え、
性を転換することもできる。我々のもとに留まりなさ
い。あなたは二倍も賢く、十倍も強健になれるのです。
ナアマはメトセラに接吻し、愛撫する。彼女は言葉
を続ける、ヤハウェにはただ一人の妻シェキナーがい
たが、夫の不能と妻の不感症の故に無数の年月に亘っ
て別居している。神は男女に快楽を与えるすべての行
為を禁じている、窃盗とか殺人、姦通を。他人の妻を
切望するという甘美さをも神は罪悪と考える。しかし
当地では、異性にしつこくせがむことや、みせびらか
してじらすことを最高の芸術と考える。さあ、案内す
るので我らが集会に臨み、賢者の業績と幸福な計画を
しかとご覧なさい。あなたが留まるならば、共通の楽
しみのために、あなたに私の召使いの全員と多くの子
鬼をさしあげましょう。二人は立ち上がって数多くの
通路からなる迷路を通り、ある神殿に入る。
その集会でソドムの賢人はソドムの子供への悪徳教
育の様子を演説し、ニネベの大食漢は動物を生きがら
に食べたり、その流れる血の畷り方を紹介する。もっ
ともひどい悪徳をなした者には賞状が与えられる、両
親の名誉をつぶした娘とか、夫を毒殺した妻等に。
シャブリリという名の悪魔が演説をする。ヤハウェ
は過去の神、我々には未来がある。ヤハウェは瀕死か
既に死んでいるかもしれない。蛇は我らが女王リリス
と交わり無数に生まれている。天使達はすべて光の呪
いに盲目となり、我々が原始の閣を取り戻すのだ。
耳障りな音楽が奏され、歌声もあまりに大きく、メ
トセラの耳をつんざく。彼にはもはや笑い声と泣き声
の区別も、雌悪魔の歓呼と雄小鬼の野生の叫ぴの区別
もつかない。この狂乱をすべて受け入れるにはあまり
にも歳を取り過ぎてしまったと、彼は独り言なのかナ
アマヘ向けて言ったのか自分でも分からないままに言
い、膝をついて彼女に乞う、自分の天幕の寝床ヘ、老
いの至福と休息へ、連れ帰ってくれと。ほぼ一千年の
歳月の中で初めて墓所への恐怖が彼を去っていた。今
や、鋭利な万剣と無限の眼を持つ死の天使を抱擁する
覚悟ができていた。
フK
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翌朝召使いの娘がメトセラにナツメヤシのジュース
の椀を持って来て、彼が死んでいるのに気付いた。地
上で最高齢の男が土に戻るとの知らせが広がった。ノ
アもすぐに祖父の逝去を知ったが、妻と三人の息子達、
セム、ハム、ヤペテのもとを離れる訳にはいかなかっ
た、ましてや万能の神が建造を命じた箱船のもとを。
洪水を放つ神の決定が下されようとしていた。天の窓
が聞かれると、誰にもそれを閉ざすことはできない。
ソドムやニネベの領主達が大水に押し流される寸前だ
った。亡霊の国ドマーや黄泉の国のどこかに悪魔の一
団が隠れていたが、ナアマもその中にいた。メトセラ
は十分に過去を知り尽くし、未来を一瞥垣間見ていた。
神は人を創り、他のすべての動物達への支配権を与え
た時、大きな危険を犯したのであったが、洪水を起こ
して全ての生物を滅ぼすことを決して再びしないと、
空に虹をかけて約束しようとしていた。すべての罰は
徒労であると神には明白であった、所詮人間と堕落は
原初から同義であり、神の創造の津として永久に残存
するのだ、神の英知、慈悲と栄光の対極に。神はアダ
ムの息子達に有り余るほどの自己愛と、理性という心
許ない才能と、時間と空間の幻想を与えたが、目的と
正義に関する認識力は与えなかった。人間はどうにか、
地球の表面を前や後ろへ這いずっていくであろう、つ
いには神との契約が終わり、生命の書から人間の名前
が永久に削除される日まで。
3.解題
メトセラは!日約聖書の創世記に出てくるアダムに連
なる子孫で、エパとの息子達カインとアベルとは別系
譜の、十代目にあたる。父エノクが六十五歳の時メト
セラが生まれ、エノクは三百年生きて突然にこの世か
ら消える、三百六十五歳で。メトセラは百八十七歳で
息子レメクを儲け、さらに七百八十二年生きて、九百
六十九歳で死ぬ。レメクは百八十二歳で息子ノアを儲
け、さらに五百九十五年生きて、七百七十七歳で死ぬ。
ノアは五百歳でセム、ハム、ヤペテを儲け、六百歳で
洪水を経験し、九百五十歳で死ぬ。これが創世記第五
章から第十章に記された内容である。アダムより数え
て洪水の年までを、息子達の生年を足して計算すると
1556年になる。現在から見ても感覚的に有史時代の長
さに相当するので、もし聖書が聖書成立時の歴史学者
によって書かれた物ならば、賢明にも人物の生年を水
増しして、世界の始まりを人類の記憶で納得できる程
度の古い過去に設定したことになる。創世記の記述通
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りに計算すれば、ノアの洪水がメトセラの死亡の年に
当たり、メトセラの子レメクはその五年前に死んでい
る。この事実にシンガーが着目し、メトセラの死に至
る状況を潤色したものと推測できょう。
ユダヤ暦は我々が使う西暦とも違うので一概には言
えないが、大洪水は聖書によればその年の 2月17日
に始まっているので、メトセラの死はその年の洪水直
前のこととなる。破綻の無い見事な時代考証というべ
きだろう。ユダヤ教のラビを目指した教育を少年時代
に受けたシンガーの面白躍如たるところである。
梗概の中に、作品と同じように示したが、作品中の
大きな区切りを確認したい。寝床に臥すメトセラの様
子と昔の女ナアマを思い出す件を第一部と仮称すると、
そこに***の行が置かれる。ナアマが現れてカイン
の都市ヘ誘い、二人が空中に飛期するところまでを第
二部とすれば、次に空白行。カインの都市を見聞し、
喧喋に耐えられず自分の天幕への帰還を願うまでを第
三部として、次に空白行。最後は死後の状況のようだ
が、一つの段落のみで 1ページあまり。ここだけは、
梗概でなく全訳を記載した。
物語は、メトセラの晩年の思考と、急展開する行動
と思考の迷走から死に至る状況を中心とし、死の直後
の僅かの付言を内容とする。
メトセラの外観の描写は、老醜の極みを執助に客観
視し、老作家の自虐趣味を感じさせるほどである。次
に肉体の醜さに対比させて、精神の明断さを弁護し、
人間の尊厳さ、威厳を取り戻すことになる。死期の迫
った人間にとって、果たして尊厳とは何であろうか。
父の敬神と義の生涯を誇り、それを真似したいが無理
なようである。昔の女ナアマを想う。息子の名にその
父の名を付けたほど執着した彼女であるが、素性に怪
しい点が残る。ここまでが第一部。
暑さと身の不自由さの中で、働くのは隈想のみ。そ
れも夢か現か不明であるが、思い浮かぶのは女ナアマ
と息子や親族のこと。さらに自己の九百年以上の人生
を回想するのは人間の歴史を辿るのに等しい。人類の
技術の進歩を考えると、人間の不道徳や邪悪さに思い
至る。ここには、最新の兵器や環境破壊の現状、戦争
の絶えない現代世界への痛烈な批判が隠されているが、
その発端は創世記の時代に遡るのである。まさに戦争
や諸々の愚もはじめにありき、と言えようか。
同じく、求めよさらば与えられん、メトセラが親族
に見捨てられた孤立を嘆く時、夢にまで見たナアマが
目前に官能的な姿で出現するのである。ナアマはカイ
ンの造った都市で悪魔の集団に混じって住み、彼女流
の理想郷ヘメトセラを誘いに来たのだ。彼女の素性は
最後の祈り一1.B. Singer短篇解釈第1章一
噂のとおり、カインの末商・悪徳の系譜に連なり、自
らもそれを認めるが、邪悪の道こそ歴史も古く、堅苦
しいヤハウェの支配体系とは裏腹に、自由で魅力に満
ちた快楽の体系であると熱弁を振るう。誘惑に屈した
メトセラは、文字通り舞い上がり、悪徳の都市へ、女
の寝床へと向かうことになる。以上が第二部。
メトセラは久しく病床にあって見ることの無かった
開発が進んだ町や村の様子を上空から眺めることにな
る。自分の住む世界を僻撤することは、認識の広がり、
つまり多様な価値判断を許容する柔軟性を得ることに
なろう。その聞かれた眼を用いて、砂漠の中の歓楽世
界を見聞する。奇蹟の飛期によって得た回春の身体は
恋しいナアマとの抱擁に始まり、積年の欲望を満足さ
せる。その挙げ句に、天地の真実のすべてをナアマの
口から聞くことになる。彼女は母の本性と自らの出生
の秘密を明かし、悪徳や快楽追求の自由主義社会のす
ばらしさを賛美する一方、返す刃で、神ヤハウェの人
間創造に始まる失態とその後の後悔、不始末を洪水で
始末する奇行、地位への執着と保身、部下への快楽禁
止と不履行への厳罰主義、と辛錬な批判が続く。
悪徳集団の集会も、同様の調子である。ヤハウェの
支配する態勢を打倒し、原始の閣の世界を復活させよ
うと、いわば敗者復活戦を挑んでいるようである。こ
こにも例によって、シンガー恒例の学者嫌い、無意味
な学者稼業への辛口批評が顔を出しているのは、また
かと思われて、苦笑を禁じ得ない。
メトセラは耳障りな音楽、笑声や矯声の喧喋には我
慢ができなかった。この狂乱のすべてを受け入れるに
は歳を取り過ぎたと述懐する。肉体と精神の限界を認
めて、静かな老境への回帰を望み、同時に生涯初めて
死に共感を覚えるのである。誘惑に易々と乗った上に、
誘惑世界の核JL¥を掴んで、急転直下、誘惑前の状態を
切望するのである。以上が第三部。
翌朝メトセラの死が発見される。息子のレメクはす
でに 5年前に亡くなっている。孫のノアは洪水の直前
で、箱船や家族を離れられない。洪水時の悪魔の一団
の動向や、ソドムの町の様子にも言及される。洪水を
起こす神の真意、今後の約束としての虹、そして人間
の未来についてもおぼろげに語って物語は終わる。こ
れが最終の第四部。
この作品の秀逸な点の一つは、第二，三部の神の体
系と悪魔の体系の二元論である。その中で圧倒的に郷
撤されるのは、悪魔側の発言者が多いこともあって、
神の体系、とくにヤハウェへの中傷である。文学とは
いえ、これほど神がカリカチュア的に扱われたことが
あったろうか。ひょっとしたら、自分の死期が遠くな
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いという認識が大胆な筆使いをさせたのかもしれない。
かねてより宗教を重んずる作者はそれを期待する熱烈、
敬度な読者層を持つが、彼らいわば身内からも、また
対抗する優勢な宗教集団の信仰厚き信者と自認する人
々からも、険悪な対立や報復を招きそうな危険性を有
していると思われるほどである。ユダヤ教、キリスト
教に暗い筆者にはむしろ興味深くかっ啓蒙的側面が大
きく、世界文学の裾野に立つ作家のスケールの大きさ
を感じたくらいであるが。
神をこき下ろす底意は、悪魔側への誘惑であるから、
誘惑の説得力、甘言の魅力に満ちており、徹頭徹尾人
間の心の弱さ、低きに流れ易い怠惰心を喚起する。神
の道は、事実険しく、求道精神的、単一的、規範的、
禁欲的であり、時には自己犠牲、献身が求められ、達
成感や自己充足が得られ難いような印象がある。事実、
現世宗教といえどもどこか厳粛にして厳格な一面がそ
の神髄となろう。緩み切った、だらけた信者は似合わ
ない。悪魔はそこを見事に衝いており、神をヤハウェ
と固有名調で呼ぴ、神をどこか自己中心的で、偏狭で、
勤勉のみを要求し、快楽を戒め、失策には厳罰で望む
人格を持つかのように表現している。いわば世間の職
場の上司像に置き換えれば、もっとも敬遠される人物
像ではなかろうか。しかし、ノアの洪水を引き起こす
直前の神には、そのような人物像が重なり合うし、格
好の悪魔の攻めどころとなっているのである。
それに対比する悪魔的、または非宗教的世界は一見、
即物的、束縛の無さ、無責任、安易さ、透明性、多様
性、好奇心、快楽、自己満足の可能性、といった魅力
に満ちている。
メトセラが、恋い焦がれていた女の口からこういう
誘惑を受ければ、ひとたまりもないのは納得できる。
しかも、メトセラの時代には、アダムから十代続く自
らの系譜と別に、悪徳の系譜も存在していた。作中で
ナアマも述べている通り、アダムとエパの息子がカイ
ンとアベル。カインはアベルを殺す。その息子が、ヱ
ノク、イラデ、メホヤエル、メトサエル、レメクと続
く。作中では、エノクがメホヤエル以下三人の祖父と
言われていたが、旧約聖書第四章では上述の通りであ
る。レメクは二人の妻と結婚し、チラとの息子がトパ
ルカインで青銅や鉄の鍛冶をする者となる。その妹が
ナアマである。作中では、レメクの実子でなく、チラ
がもう一人の妻アダとレメクとのこ子の弟の方ユパル
との不倫を通して儲けたことになる。
さて、第二・三部の、メトセラの夢の実現とそれに
続くカインの都市訪問を、現実に起こったことと取る
ことに付け加えて、すべてがメトセラの夢の産物であ
森ると解釈する余地もある。
勿論、前者の方が、神と悪魔の二元論の対立が現実
味を帯びて分かり易い。その場合、メトセラは確実に
誘惑に乗ったのであり、悪魔の世界が自分の住むべき
世界でないことを倍り、誘惑された反省も現実にした
ことになる。誘惑者が語る幻想世界は、ある境界を越
えて到達せねばならず、メトセラは高みを飛期してそ
こに至る。つまり舞い上がって憧れの幻想に達するが、
実体に接して幻滅することもある。その際は地上の現
実への落下を伴うことがあるし、死という代償を払う
こともあろう。
後者の夢説を採ると、動けない身に夢を通して悪魔
世界の現実を見せ、認識を広げさせたと解釈できるが、
さらに進んで、夢を見させたのは神であったと解する
こともできる。神がそこまで仕組んだとすれば、神の
郷撒は自己演技であったという皮肉なことになるが、
全知全能の神の力を物語るものとしておこう。いずれ
にしても、九百六十九歳の寿命をついに決定したのは
死の天使なのか、それも神の意志が働いた配慮なのか、
もう一つの疑問が残る。メトセラが悪魔世界に拒絶の
意志を示し、死の怖れを解消させたのを見て初めて、
彼に息を引き取らせた、つまり誰かが格好の瞬間に彼
の死期を裁定したことは明らかだからである。現実、
夢のいずれにせよ、誘惑に陥ったことへの懲罰の死と
取れないこともない。
最後の段落は謎の深い問題である。ここは単なる物
語の後日談とはどうしても言えないからである。
メトセラの死後、誰が埋葬してくれるのか本人も心
配していたのに、埋葬のことには言及が無い。駆けつ
けるべき孫のノアについて、そうできなかったことの
弁明が語られる。悪徳の町ソドムをはじめ、すべてが
滅ぶ予言がなされる。それでもナアマを含めて、悪魔
世界はやはり洪水を生き延びるらしい。現在も悪徳が
存在する所以である。
次に死んだメトセラが出てくるのである。千年近く
を生きて、過去を知り尽くしていたので、未来をも一
瞥していたと書き、神と人間について、洪水をノア一
家が生き延び、神が再び洪水を起こさぬと再契約の虹
をかけることを付け加える。ここはメトセラの認識を
代弁したのであろうか。さらに洪水に至った神の弁明
めいた言葉が続く。これは、作中の悪魔が神を批判し
た件についてであるので、確かに弁明じみている。い
わば不完全に創造された人間は、今後どうして生きて
いくのか。何とか生きてゆくだろう、とやや頼りない
予言で締めくくっている。この最後までもメトセラの
死の直前の認識であったのだろうか。
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隆
数多くの短篇の最終を飾るこの作品で、シンガーは
一番何を伝えたかったのか。この作品の取り扱いよう
せんさく
を穿撃すれば、これはシンガー自身の最後の自伝では
なかろうか。メトセラという高齢者は、作者シンガー
の分身、自画像と解釈してみよう。この解釈の根拠と
なる点をいくらか挙げてみたい。
作家の知られた実像と、メトセラと共通する点も参
考になろうか。まず、十分に死期が遠くない高齢者、
この本の出版当時は八十四歳。どれか特定していない
が、巻中の最終発表作品は八十二歳時。結局シンガー
は八十七歳で亡くなった。メトセラ同様、最高齢の部
類であろう。また、家族が晩年に共に生活していなか
った節がある。一人息子がいたが、イスラエルに暮ら
しており、あまり往来も無かったらしい。つまり、孤
独な生活であった可能性が高い。執筆時は病床のメト
セラの孤独な心境を、近い将来の自らの境遇に重ねて
予見していたのかもしれない。
それでも、血肉を分けた息子の存在は、後世を託す
ノアに喰えられる。メトセラが孫のノアに言及して、
なぜ老人を一人放っておくのかと問い、自己の埋葬の
心配をする箇所も、シンガーの心境を思わせる。ユダ
ヤ教徒は、埋葬時に長男のカディッシュ(追悼の祈
り)を最大の喜びとすることを、作家自身作中で繰り
返し述べているからである。
また彼自身の伝記めいた多くの作中では、若い頃の
恋人を思い出すという状況をたびたび描いている。
敬度なユダヤ教徒に憧れながら、ラビを断念して作
家になり、必ずしも敬虐な教徒でもなかったという反
省が他の自伝的作品の中に散見される。父母をヨーロ
ツパに残してアメリカに渡り、その後家族はナチスの
犠牲になったので、長い人生を罪人であったと述懐す
るメトセラの心境に近かったのではないか。
しかし死期を待つ人間にも人間としての尊厳が必要
であると前に書いた。シンガ一個人の晩年は家族愛に
薄かったし、一人暮らしが多かったようだが、迫害さ
れたポーランド・ユダヤ移民から身を起こし、膨大な
著作を残し、ノーベル文学賞を手にした等、功成り名
遂げて世の注目を浴ぴる身となり、聖書に最高齢の名
を残すメトセラと同様に、不朽なる存在に近づいたよ
うな自負の念があったかもしれない。
メトセラと作家の共通認識があまりにも重なり合っ
た結果、最終の第四部は、メトセラの認識を付け加え
るところで、作家自身、思わず自己の見解を吐露して
しまったのが真相ではないかと推定する。神が人間に
正義と目的の認識力を与えなかったというのは、ナチ
スの暴虐に起因する人間不信で、シンガー自身の見解
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